
(57)【要約】

内視鏡と共に使用するためのカテーテルを有する医療用

アクセスシステムである。カテーテルは、異なる箇所に

ワイヤガイドを挿入できるように該カテーテルの中間部

に沿って配置された複数のアクセスポートを有するワイ

ヤガイドルーメンを有する。アクセスポートのそれぞれ

の位置は、内視鏡の先端から伸びるカテーテルの特定の

長さに対応する。アクセスポートは、カテーテルの先端

、及び、内視鏡に取り付けられた処置具が、内視鏡の先

端をわずかに越えて伸びた際に、アクセスポートの少な

くとも１つが内視鏡のハンドルの近くに位置付けられる

ような位置にある。医師は、医師が内視鏡の端部から伸

ばしたいカテーテルの長さに応じて、ワイヤガイドと内

視鏡を最もよく同時に制御できるアクセスポートを選択

することができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 端 と 、 先 端 と 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ル ー メ ン と 、 を 有 す る シ ャ フ ト で あ っ て 、 該 ワ イ ヤ ガ イ
ド ル ー メ ン が 該 シ ャ フ ト の 少 な く と も 一 部 を 通 っ て 延 び て い る シ ャ フ ト と ;
　 ワ イ ヤ ガ イ ド ル ー メ ン に ア ク セ ス す る た め に 該 シ ャ フ ト の 側 壁 を 貫 通 し て 設 け ら れ た 複
数 の 中 間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト で あ っ て 、 該 基 端 と 該 先 端 の 間 に 該 基 端 と 該 先 端 か
ら 離 し て 配 置 さ れ た 中 間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト と 、
　 を 有 す る カ テ ー テ ル で あ っ て 、
　 該 カ テ ー テ ル が 、 先 端 ポ ー ト と 基 端 ポ ー ト の 間 に 延 び る ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル を 有 す る
内 視 鏡 と 共 に 使 用 で き る よ う に な さ れ 、 該 カ テ ー テ ル の 先 端 と 該 ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル の
先 端 ポ ー ト と が 実 質 的 に 整 合 す る よ う に 該 カ テ ー テ ル が 該 ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル を 通 し て
位 置 決 め さ れ た と き に 、 該 複 数 の 中 間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト は 、 内 視 鏡 の 外 側 か ら
ア ク セ ス す る こ と の で き る カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 更 に 、 該 カ テ ー テ ル の 先 端 に 医 療 処 置 を 施 す た め の 手 段 を 備 え 、 該 手 段 が 医 療 処 置 を 施
す た め に ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル の 先 端 ポ ー ト か ら 最 適 な 長 さ 離 れ て 位 置 決 め さ れ る よ う に
該 カ テ ー テ ル が 該 ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル の 中 に 位 置 決 め さ れ た と き に 、 該 複 数 の 中 間 ワ イ
ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト の う ち の 少 な く と も １ つ が 、 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル の 基
端 ポ ー ト 付 近 に あ る 請 求 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 カ テ ー テ ル は 、 一 部 が 該 カ テ ー テ ル の 外 部 に 延 び る 圧 迫 部 材 を 含 み 、 医 療 処 置 を 施 す
た め の 該 手 段 は 、 該 カ テ ー テ ル の 外 部 に 延 び る 該 圧 迫 部 材 の 一 部 を 有 し 、 該 カ テ ー テ ル の
外 部 に 延 び る 該 圧 迫 部 材 の 該 一 部 が 該 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル の 先 端 ポ ー ト の 外 側
で 該 先 端 ポ ー ト に 隣 接 す る と き に 、 該 複 数 の 中 間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト の う ち の 少
な く と も １ つ が 、 該 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル の 基 端 ポ ー ト 付 近 に あ る 請 求 項 ２ に 記
載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 該 医 療 処 置 を 施 す た め の 手 段 が 、 括 約 筋 切 開 器 具 を 有 す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の カ テ
ー テ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 該 医 療 処 置 を 施 す た め の 手 段 が 、 拡 張 バ ル ー ン を 有 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 該 医 療 処 置 を 施 す た め の 手 段 が 、 灌 流 用 カ テ ー テ ル を 有 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の カ テ ー テ
ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 該 医 療 処 置 を 施 す た め の 手 段 が 、 電 気 外 科 用 プ ロ ー ブ を 有 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の カ テ ー
テ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
　 該 医 療 処 置 を 施 す た め の 手 段 が 、 切 除 鉗 子 を 有 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ９ 】
　 該 医 療 処 置 を 施 す た め の 手 段 が 、 組 織 採 取 器 具 を 有 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 更 に 、 該 複 数 の 中 間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト の う ち の 少 な く と も １ つ に 隣 接 す る 少
な く と も １ つ の マ ー カ ー を 有 す る 、 上 述 の 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 該 カ テ ー テ ル シ ャ フ ト が 、 更 に 基 端 側 半 分 部 分 と 先 端 側 半 分 部 分 と を 有 し 、 該 複 数 の 中
間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト の う ち の ２ つ が 該 カ テ ー テ ル シ ャ フ ト の 基 端 側 半 分 部 分 に
そ れ ぞ れ 離 さ れ て 配 置 さ れ て い る 、 上 述 の 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 該 複 数 の 中 間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト の う ち の 少 な く と も １ つ が 該 カ テ ー テ ル シ ャ
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フ ト の 基 端 か ら 約 ５ ０ cmか ら 約 ５ ６ cmの 位 置 に あ る 、 上 述 の 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の カ
テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 該 複 数 の 中 間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト の う ち の ２ つ が そ れ ぞ れ 、 該 カ テ ー テ ル シ ャ
フ ト 上 に お い て 、 該 カ テ ー テ ル シ ャ フ ト の 基 端 か ら 約 ５ ０ cmか ら 約 ５ ６ cmの 範 囲 内 で 離 れ
た 位 置 に あ る 、 上 述 の 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 該 複 数 の 中 間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト の う ち の 少 な く と も １ つ が 該 カ テ ー テ ル シ ャ
フ ト の 先 端 か ら 約 １ ４ ４ cmか ら 約 １ ５ ０ cmの 位 置 に あ る 、 上 述 の 請 求 項 の い ず れ か に 記 載
の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 該 複 数 の 中 間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト の う ち の ２ つ が そ れ ぞ れ 、 該 カ テ ー テ ル シ ャ
フ ト 上 に お い て 、 該 カ テ ー テ ル シ ャ フ ト の 先 端 ポ ー ト か ら 約 １ ４ ４ cmか ら 約 １ ５ ０ cmの 範
囲 内 で 離 れ た 位 置 に あ る 、 上 述 の 請 求 項 い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 該 複 数 の 中 間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト が 、 該 カ テ ー テ ル シ ャ フ ト の 先 端 か ら 少 な く
と も 約 １ ５ ０ cmの 位 置 に あ る 請 求 項 １ － １ ３ の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 更 に 、 該 複 数 の 中 間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト の 少 な く と も １ つ へ の ア ク セ ス を 可 能
に し 、 ま た 制 限 す る た め の 少 な く と も １ つ の 摺 動 可 能 な ス リ ー ブ を 有 す る 、 上 述 の 請 求 項
の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 該 カ テ ー テ ル シ ャ フ ト は 、 胆 管 系 で 内 視 鏡 的 処 置 を 施 す た め に 十 分 な 長 さ を 有 し 、 該 ワ
イ ヤ ガ イ ド ル ー メ ン は 、 基 端 ワ イ ヤ ガ イ ド ポ ー ト と 先 端 ワ イ ヤ ガ イ ド ポ ー ト の 間 で 該 シ ャ
フ ト の 中 を 通 っ て 伸 び 、 該 複 数 の 中 間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト は 、 該 基 端 ワ イ ヤ ガ イ
ド ポ ー ト の 先 端 か ら 実 質 的 な 距 離 に 、 そ し て 先 端 ワ イ ヤ ガ イ ド ポ ー ト の 基 端 か ら 実 質 的 な
距 離 に 位 置 し 、 少 な く と も １ つ の 摺 動 可 能 な ス リ ー ブ は 、 該 カ テ ー テ ル シ ャ フ ト に 沿 っ て
配 置 さ れ 、 該 カ テ ー テ ル の 外 部 か ら 該 複 数 の 中 間 ワ イ ヤ ガ イ ド ア ク セ ス ポ ー ト の う ち の 少
な く と も １ つ を 通 っ て ア ク セ ス す る こ と を 制 限 す る 第 １ 位 置 と 、 ア ク セ ス が 制 限 さ れ て い
な い 第 ２ 位 置 と の 間 で 可 動 で あ る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に は ワ イ ヤ で 導 か れ る 医 療 器 具 に 関 し 、 特 に 内 視 鏡 と 共 に 使 用 す る 医
療 用 カ テ ー テ ル に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 ３ ５ 合 衆 国 法 典 § １ １ ９ （ ｅ ） に 基 づ き 、 ２ ０ ０ ２ 年 １ ０ 月 １ ８ 日 に 出 願 さ
れ た 米 国 仮 特 許 出 願 第 ６ ０ ／ ４ １ ９ ， ５ ５ ０ 号 の 利 益 を 主 張 し 、 参 照 し て 本 出 願 の 内 容 と
さ れ る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 は 、 従 来 の 外 科 的 手 術 に 比 べ よ り 低 侵 襲 な 代 替 的 処 置 で あ る と し て 様 々 な 医 療 処
置 に お い て 使 用 さ れ て い る 。 一 般 的 に 、 内 視 鏡 は 、 患 者 の 体 内 に ア ク セ ス す る た め に 、 患
者 の 口 腔 な ど 人 体 の 開 口 部 か 、 又 は 患 者 の 皮 膚 の 切 開 部 の い ず れ か を 通 っ て 患 者 の 体 内 に
挿 入 さ れ る 。 一 旦 、 内 視 鏡 が 患 者 の 体 内 に 位 置 決 め さ れ る と 、 医 師 は 、 内 視 鏡 内 に あ る 一
連 の レ ン ズ 又 は 光 フ ァ イ バ ー を 通 し て 体 の 罹 患 部 や 損 傷 部 位 を 観 察 す る こ と が で き る 。 こ
れ ら の レ ン ズ や 光 フ ァ イ バ ー は 、 そ の 上 、 目 標 と す る 体 内 部 位 を 明 る く 照 ら す こ と も で き
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 内 視 鏡 は 又 、 処 置 具 を 通 す こ と の で き る １ つ 以 上 の 追 加 チ ャ ン ネ ル を 設 け る こ と も で き
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る 。 こ の よ う な 処 置 具 は 、 拡 張 バ ル ー ン 、 灌 流 用 カ テ ー テ ル 、 電 気 外 科 用 プ ロ ー ブ 、 パ ピ
ロ ト ー ム 、 切 除 鉗 子 や ス ネ ア 、 又 は 組 織 採 集 器 具 を 含 む こ と が で き る 。 内 視 鏡 を 通 る こ れ
ら の 追 加 チ ャ ン ネ ル は 、 流 体 又 は ガ ス を 送 出 す る た め 、 又 は 目 標 と す る 部 位 を 吸 引 す る た
め に 使 用 す る こ と も で き る 。 内 視 鏡 に は ま た 、 内 視 鏡 が 患 者 の 体 内 を 通 っ て 誘 導 さ れ る よ
う に 、 内 視 鏡 の 先 端 部 を 操 作 す る た め の コ ン ト ロ ー ル 装 置 を 有 す る 操 作 ハ ン ド ル を 含 む も
の も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 内 視 鏡 を 通 る 処 置 具 を 用 い た 内 視 鏡 処 置 で は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド を 処 置 具 で あ る カ テ ー テ ル
に 通 す こ と が し ば し ば 必 要 と な る 。 例 え ば ERCP処 置 で は 、 内 視 鏡 は 、 患 者 の 口 か ら 挿 入 さ
れ 、 胆 道 系 及 び 膵 臓 の 導 管 が 十 二 指 腸 内 に 開 口 す る 領 域 に 到 達 す る ま で 、 食 道 、 胃 及 び 十
二 指 腸 を 通 さ れ る 。 こ の 領 域 は 、 フ ァ ー タ ー 乳 頭 と 呼 ば れ て い る 。 次 に 医 師 は 、 肝 臓 、 胆
嚢 、 胆 管 及 び 膵 臓 の 病 変 を 観 察 し 、 診 断 す る た め に 、 内 視 鏡 の 光 学 的 機 能 を 利 用 す る 。 医
師 は 又 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル を 通 し て 色 素 剤 （ 造 影 剤 ） を 注 入 す る こ と も で き る 。 色 素 剤
は 、 Ｘ 線 で 見 る こ と が で き 、 医 師 の 診 断 を 補 助 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 部 の 患 者 で は 、 診 断 に よ っ て 、 一 般 的 に 分 泌 物 及 び ミ ネ ラ ル の 堆 積 物 か ら 形 成 さ れ る
結 石 が 導 管 に 見 つ か る こ と が あ る 。 結 石 は 、 肝 胆 汁 が 十 二 指 腸 に 流 れ る の を 妨 げ る 原 因 と
な り 、 周 囲 の 組 織 に 炎 症 を 起 こ す こ と で 更 に 肝 胆 汁 の 流 れ を 悪 く す る こ と が あ る 。 フ ァ ー
タ ー 乳 頭 で の そ の よ う な 閉 塞 は 、 一 般 的 に パ ピ ロ ト ー ム を 使 っ て 取 除 か れ る か 、 そ う で な
け れ ば 軽 減 さ れ る 。 パ ピ ロ ト ー ム は 、 マ ル チ ル ー メ ン カ テ ー テ ル を 通 っ て 延 び る 導 電 性 カ
ッ テ ィ ン グ ワ イ ヤ を 備 え 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 さ れ る 。 ル ー メ ン の １ つ は 、 中 に
導 電 性 ワ イ ヤ を 通 す た め に 利 用 さ れ 、 同 時 に 、 も う １ つ の ル ー メ ン は 、 中 に ワ イ ヤ ガ イ ド
を 通 す た め に 利 用 さ れ る 。 ワ イ ヤ ガ イ ド は 、 パ ピ ロ ト ー ム を 適 当 な 組 織 箇 所 に 位 置 決 め す
る た め に 使 用 さ れ る 。 パ ピ ロ ト ー ム の 基 端 は 、 一 般 的 に 、 カ ッ テ ィ ン グ ワ イ ヤ に 取 り 付 け
ら れ た 手 動 操 作 ハ ン ド ル を 含 み 、 カ テ ー テ ル の 先 端 を 曲 げ る こ と が で き る 。 こ れ は 、 カ ッ
テ ィ ン グ カ テ ー テ ル の 先 端 に 曲 げ を 形 成 し て 組 織 に 係 合 す る よ う に 、 特 に 、 乳 頭 に 係 合 す
る よ う に し て 開 口 部 を 広 げ る よ う に な さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 内 視 鏡 と 共 に 使 用 す る 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、 一 般 的 に 内 視 鏡 の 全 長 よ り 長 い 。 例 え ば 、
医 療 処 置 で 使 用 さ れ る 上 述 し た タ イ プ の 内 視 鏡 は 、 一 般 的 に は １ ５ ０ － １ ６ ０  cmの 全 長
を 有 す る 。 こ れ ら の 内 視 鏡 に 使 用 す る 、 上 述 し た パ ピ ロ ト ー ム な ど の 医 療 用 カ テ ー テ ル は
、 一 般 的 に は 約 ２ ０ ０ cmの 全 長 を 有 す る 。 カ テ ー テ ル は 、 内 視 鏡 よ り 長 く 、 カ テ ー テ ル の
先 端 が 内 視 鏡 の 先 端 を 越 え て 、 カ ニ ュ レ ー シ ョ ン や 他 の 処 置 を 行 う の に 十 分 な 長 さ 伸 び る
こ と が で き る 。 し か し 、 内 視 鏡 に 対 す る カ テ ー テ ル の 追 加 的 長 さ に よ っ て 、 特 に カ テ ー テ
ル へ の ワ イ ヤ ガ イ ド の 挿 入 及 び 操 作 に 関 し て 、 あ る 種 の 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 例 え ば 、 括 約 筋 切 開 術 な ど の 医 療 処 置 を 行 う た め に カ テ ー テ ル が 使 用 さ れ る 際 、 カ テ ー
テ ル の 先 端 は 、 内 視 鏡 の 先 端 を わ ず か に 越 え て 伸 び る だ け で あ る 。 す な わ ち 、 一 般 的 に は
、 カ ッ テ ィ ン グ ワ イ ヤ な ど の 処 置 具 を 有 す る カ テ ー テ ル の 先 端 部 だ け が 内 視 鏡 の 先 端 を 越
え て 伸 び る 。 従 っ て 、 カ テ ー テ ル の ハ ン ド ル に 隣 接 す る カ テ ー テ ル の か な り の 部 分 は 、 内
視 鏡 の 基 端 か ら 伸 び る 。 結 果 と し て 、 カ テ ー テ ル の ハ ン ド ル 及 び 一 般 的 に カ テ ー テ ル の ハ
ン ド ル 近 く に 配 置 さ れ る ワ イ ヤ ガ イ ド ポ ー ト は 、 内 視 鏡 か ら か な り 離 れ る こ と に な る 。 し
か し 、 こ の よ う に 隔 て て 配 置 さ れ る こ と に よ っ て 、 医 師 が カ テ ー テ ル に 挿 入 さ れ た ワ イ ヤ
ガ イ ド を 挿 入 又 は 操 作 す る の と 同 時 に 内 視 鏡 を 操 作 す る の は 困 難 に な る 。 従 っ て 、 医 師 は
通 常 、 自 分 が 内 視 鏡 を 操 作 す る こ と を 選 択 し 、 助 手 に ワ イ ヤ ガ イ ド を 任 せ る 。 こ れ は 、 医
師 と 助 手 の 間 で の 声 に よ る 指 示 の 、 正 確 且 つ タ イ ム リ ー な や り 取 り を 困 難 に す る こ と が あ
り う る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 っ て 、 医 師 が カ テ ー テ ル 内 に 挿 入 さ れ た ワ イ ヤ ガ イ ド と 内 視 鏡 を 同 時 に 操 作 で き る よ
う に す る ワ イ ヤ 誘 導 の 医 療 用 カ テ ー テ ル が 必 要 と な る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 し た 従 来 型 医 療 用 カ テ ー テ ル の も う １ つ の 問 題 は 、 カ テ ー テ ル の 先 端 が 内 視 鏡 の 先
端 を ど の 程 度 越 え て 伸 び る か 正 確 に 判 断 す る こ と が し ば し ば 困 難 で あ る こ と で あ る 。 例 え
ば 、 カ テ ー テ ル の 先 端 に あ る 処 置 具 で 特 定 の 医 療 処 置 を 施 す こ と が で き る よ う に カ テ ー テ
ル の 先 端 を 、 内 視 鏡 の 先 端 の 先 に 一 定 の 長 さ 伸 ば す こ と が で き る の が 望 ま し い 。 こ れ は 通
常 、 内 視 鏡 の 基 端 か ら 延 び る カ テ ー テ ル の 基 端 の 長 さ を 測 定 し 、 次 に 内 視 鏡 の 先 端 を 越 え
て 伸 び る カ テ ー テ ル の 先 端 の 長 さ を 推 定 す る こ と に よ っ て な さ れ る 。 し か し 、 従 来 型 の 医
療 用 カ テ ー テ ル が 、 カ テ ー テ ル が 一 般 的 に 使 用 さ れ る 内 視 鏡 よ り か な り 長 い の で 、 そ の よ
う な 目 測 を 正 確 に 行 う こ と は 難 し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 内 視 鏡 の 先 端 を 越 え て 伸 び る カ テ ー テ ル の 先 端 の 長 さ を 医 師 が 素 早 く 且 つ 正 確
に 判 断 す る こ と が で き る ワ イ ヤ 誘 導 の 医 療 用 カ テ ー テ ル が 必 要 と な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 医 療 用 ア ク セ ス シ ス テ ム は 、 内 視 鏡 と 共 に 使 用 す る カ テ ー テ ル を 有 す る 。
カ テ ー テ ル は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ル ー メ ン を 含 み 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ル ー メ ン は 、 異 な る 位 置 で ワ
イ ヤ ガ イ ド の 挿 入 が で き る よ う に 、 そ の 中 間 部 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 複 数 の ア ク セ ス ポ ー ト
を 有 す る 。 ア ク セ ス ポ ー ト の そ れ ぞ れ の 位 置 は 、 内 視 鏡 の 先 端 か ら 出 る カ テ ー テ ル の 特 定
の 長 さ に 対 応 す る 。 特 に 、 ア ク セ ス ポ ー ト は 、 カ テ ー テ ル の 先 端 、 及 び カ テ ー テ ル に 取 り
付 け ら れ た 処 置 具 が 、 内 視 鏡 の 先 端 を わ ず か に 越 え る 長 さ だ け 伸 ば し た と き に 、 ア ク セ ス
ポ ー ト う ち の 少 な く と も １ つ が 内 視 鏡 の ハ ン ド ル の 近 く に く る よ う に さ れ る 。 従 っ て 、 医
師 は 、 カ テ ー テ ル の 、 内 視 鏡 の 端 部 か ら 伸 ば し た い 長 さ に 応 じ て 、 ワ イ ヤ ガ イ ド と 内 視 鏡
を 同 時 に 最 も よ く 制 御 す る こ と を 可 能 と す る ア ク セ ス ポ ー ト を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 の １ つ で は 、 医 療 用 ア ク セ ス シ ス テ ム は 、 導 管 系 へ の カ ニ ュ レ ー シ ョ ン
及 び 括 約 筋 切 開 術 で 使 用 す る ト リ プ ル ル ー メ ン 括 約 筋 切 開 器 具 を 備 え る 。 括 約 筋 切 開 器 具
は 、 約 ２ ０ ０ cmの 全 長 を 有 し 、 カ テ ー テ ル の ル ー メ ン の １ つ を 通 っ て 延 び る 導 電 性 ワ イ ヤ
を 含 む 。 導 電 性 ワ イ ヤ の 基 端 は 、 ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ る 。 導 電 性 ワ イ ヤ の 先 端 の 短 い
部 分 は 、 カ テ ー テ ル の 先 端 の 外 側 に 接 続 さ れ 、 ハ ン ド ル を 操 作 す る こ と で カ テ ー テ ル の 先
端 が 曲 が り 、 切 断 処 置 を 施 す た め に 導 電 性 ワ イ ヤ が 表 面 か ら 外 側 に 向 け て ア ー チ 状 に な る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 カ テ ー テ ル の 第 ２ ル ー メ ン は 、 流 体 又 は ガ ス を 注 入 す る た め の 経 路 を 提 供 し 、 第 ３ ル ー
メ ン は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド の た め の 経 路 を 提 供 す る 。 第 １ ポ ー ト 及 び 第 ２ ポ ー ト が 、 ハ ン ド ル
の 近 く の カ テ ー テ ル の 基 端 に 取 り 付 け ら れ 、 そ れ ぞ れ 第 ２ ル ー メ ン 及 び 第 ３ ル ー メ ン へ の
ア ク セ ス を 提 供 す る 。 一 対 の 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト は 、 カ テ ー テ ル の 中 間 部 に 沿 っ て 配 置 さ
れ 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ル ー メ ン へ 追 加 的 な ア ク セ ス ポ イ ン ト と す る こ と が で き る 。 中 間 の ア ク
セ ス ポ ー ト は 、 カ テ ー テ ル の 基 端 と 先 端 か ら 所 定 の 長 さ の と こ ろ に 位 置 し 、 中 間 ア ク セ ス
ポ ー ト が 内 視 鏡 の 基 端 に 隣 接 し て 位 置 決 め さ れ た 場 合 は 、 そ れ は 内 視 鏡 の 先 端 を 越 え て 伸
び る カ テ ー テ ル の 先 端 の 所 定 の 長 さ に 対 応 し て 位 置 決 め さ れ た も の で あ る 。 使 用 し て い な
い と き に は 、 カ テ ー テ ル の 外 側 に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ る 収 縮 管 （ ま た は ス リ ー ブ の 他 の 型
） に よ っ て 、 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト は そ れ ぞ れ 閉 じ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 医 療 用 ア ク セ ス シ ス テ ム は 、 内 視 鏡 と 共 に 使 用 す る ワ イ ヤ 誘 導 の カ テ ー テ
ル 又 は 同 等 物 を 有 す る 。 図 １ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に 係 る ト リ プ ル ル ー メ ン 括 約 筋 切 開 器
具 １ ０ が 示 さ れ て い る 。 括 約 筋 切 開 器 具 １ ０ は 、 導 管 系 へ の カ ニ ュ レ ー シ ョ ン 及 び 括 約 筋
切 開 術 の た め に 内 視 鏡 ６ ０ （ 図 ３ に 示 す ） と 一 緒 に 使 用 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 括 約 筋 切 開
器 具 １ ０ は 、 組 織 を 切 除 す る た め 、 よ り 詳 細 に は 、 カ テ ー テ ル す な わ ち 細 長 部 材 １ ６ の 先
端 の 外 周 に 位 置 決 め さ れ た 、 電 圧 を 加 え る こ と の で き る 圧 迫 部 材 １ ２ で 乳 頭 状 突 起 を 切 断
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す る た め に 使 用 さ れ る 。 一 般 的 に 、 金 属 の 導 電 性 ワ イ ヤ 、 チ ュ ー ブ カ ニ ュ ー レ 、 又 は ブ レ
ー ド を 有 す る 圧 迫 部 材 １ ２ は 、 第 １ 通 路 す な わ ち 細 長 部 材 １ ６ の ル ー メ ン １ ８ の 先 端 １ ４
に 内 部 で 固 定 さ れ 、 先 端 側 の ポ ー ト ２ ０ を 介 し て 細 長 部 材 か ら わ ず か の 長 さ 外 に 出 る 。 圧
迫 部 材 １ ２ は 、 細 長 部 材 １ ６ の 第 １ 通 路 １ ８ の ほ ぼ 全 長 に 亘 っ て 延 び 、 手 動 操 作 の ス リ ー
リ ン グ カ テ ー テ ル ハ ン ド ル ２ ２ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 で 示 す よ う に 、 カ テ ー テ ル ハ ン ド ル ２ ２ は 、 非 作 動 位 置 に あ る 。 カ テ ー テ ル ハ ン ド ル
２ ２ は 、 ハ ン ド ル 部 ２ ４ を ハ ン ド ル 部 ２ ６ に 対 し て 基 端 方 向 へ 引 く こ と に よ っ て 作 動 す る
。 こ れ に よ っ て 、 作 動 ハ ン ド ル 部 ２ ４ に 取 り 付 け ら れ た 圧 迫 部 材 １ ２ の 基 端 が 、 細 長 部 材
１ ６ の 先 端 １ ４ に 牽 引 力 を は た ら か せ 、 細 長 部 材 自 体 を 折 り 曲 げ 、 外 部 に 位 置 決 め さ れ た
圧 迫 部 材 １ ２ で 先 端 ル ー プ を 形 成 す る 。 こ の 状 態 に あ る 間 に 、 組 織 を 、 外 部 に 位 置 決 め さ
れ た 圧 迫 部 材 １ ２ で 、 電 気 外 科 的 に 切 断 す る こ と が で き る 。 よ り 詳 細 に は 、 圧 迫 部 材 １ ２
を 組 織 に 対 し て 位 置 決 め し 、 カ テ ー テ ル ハ ン ド ル ２ ２ に 配 置 さ れ た 電 気 端 子 ２ ８ を 介 し て
圧 迫 部 材 に 電 気 エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る こ と に よ っ て 、 乳 頭 状 突 起 を 切 断 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ で 最 も よ く 示 す よ う に 、 細 長 部 材 １ ６ の 先 端 １ ４ 上 の マ ー キ ン グ ３ ０ は 、 圧 迫 部 材
１ ２ の 両 端 部 及 び 中 間 部 を 識 別 す る の に 役 立 つ 。 こ れ ら の マ ー キ ン グ ３ ０ は 、 特 に 、 マ ー
キ ン グ ３ ０ の う ち の た っ た １ つ だ け し か 内 視 鏡 で 見 え な い 場 合 に 識 別 で き る よ う 、 一 般 的
に は 異 な る 色 で あ る 。 例 え ば 、 圧 迫 部 材 １ ２ の 先 端 に 近 い マ ー キ ン グ ３ ０ は 緑 色 で あ る の
に 対 し 、 圧 迫 部 材 １ ２ の 基 端 に 近 い マ ー キ ン グ ３ ０ は 青 色 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 細 長 部 材 １ ６ は 、 長 さ 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ た ３ つ の 独 立 し た ル ー
メ ン す な わ ち 経 路 を 有 す る 。 上 述 し た よ う に 、 圧 迫 部 材 １ ２ は 、 第 １ ル ー メ ン す な わ ち 経
路 １ ８ 内 に 配 置 さ れ る 。 第 ２ ル ー メ ン す な わ ち 経 路 ３ ２ は 、 流 体 又 は ガ ス を 注 入 す る た め
の 通 路 で 、 第 ３ ル ー メ ン す な わ ち 経 路 ３ ４ は ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ６ の た め の 通 路 で あ る 。 第 １
側 面 ポ ー ト ３ ８ は 、 カ テ ー テ ル ハ ン ド ル ２ ２ 付 近 の 細 長 部 材 １ ６ の 基 端 ４ ０ に 取 り 付 け ら
れ 、 第 ２ 経 路 ３ ２ へ ア ク セ ス で き る よ う に な っ て い る 。 換 言 す れ ば 、 第 １ 側 面 ポ ー ト ３ ８
に は 、 そ こ を 介 し て 流 体 又 は ガ ス を 第 ２ 経 路 ３ ２ へ 注 入 し 、 通 す こ と が で き る 開 口 部 が 設
け ら れ る 。 第 ２ 側 面 ポ ー ト ４ ２ は 、 同 様 に カ テ ー テ ル ハ ン ド ル ２ ２ 付 近 の 細 長 部 材 １ ６ の
基 端 ４ ０ に 取 り 付 け ら れ （ 第 １ 側 面 ポ ー ト ３ ８ よ り わ ず か に 先 端 側 で あ る が ） 、 第 ３ 経 路
３ ４ へ ア ク セ ス で き る よ う に な っ て い る 。 換 言 す れ ば 、 第 ２ 側 面 ポ ー ト ４ ２ は 、 そ こ を 介
し て ワ イ ヤ ガ イ ド を 第 ３ 経 路 ３ ４ に 挿 入 し 、 通 す こ と が で き る 開 口 部 が 設 け ら れ る 。 図 示
し た 実 施 形 態 で は 、 第 ３ 経 路 ３ ４ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 経 路 １ ８ 、 ３ ２ よ り 大 き く 、 よ り 大 き
い 直 径 の 標 準 ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ６ を 通 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 一 対 の 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ が 細 長 部 材 １ ６ の 中 間 す な わ ち 中 央
部 ４ ６ に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 第 ３ 経 路 ３ ４ （ す な わ ち 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ル ー メ ン ） へ の 追 加 の
ア ク セ ス ポ イ ン ト を 提 供 す る 。 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ は 、 そ れ ぞ れ 細 長 部 材 １ ６ の 基 端
４ ０ 及 び 先 端 １ ４ か ら 所 定 の 長 さ の と こ ろ に 位 置 す る 。 よ り 詳 細 に は 、 図 ３ で 最 も よ く 示
さ れ て い る よ う に 、 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ の そ れ ぞ れ の 位 置 は 、 内 視 鏡 ６ ０ の 先 端 ６ ２
を 越 え て 伸 び る 細 長 部 材 １ ６ の 先 端 １ ４ の 所 定 の 長 さ に 対 応 す る 。 換 言 す れ ば 、 中 間 の ア
ク セ ス ポ ー ト ４ ４ は 、 細 長 部 材 １ ６ の 先 端 １ ４ が 内 視 鏡 ６ ０ の 先 端 ６ ２ を 越 え て 所 定 の 医
療 処 置 を 施 す の に 最 適 な 長 さ 伸 び た と き に 、 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ の 少 な く と も １ つ が
細 長 部 材 １ ６ の 長 さ 方 向 に 沿 う 内 視 鏡 に 近 い 位 置 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 例 え ば 、 括 約 筋 切 開 術 を 施 そ う と し て い る 医 師 は 、 一 般 的 に 、 細 長 部 材 １ ６ の 先 端 １ ４
を 、 内 視 鏡 ６ ０ の 先 端 ６ ２ か ら 圧 迫 部 材 １ ２ を 操 作 し 処 置 す る の に 十 分 な 長 さ だ け 伸 ば す
。 細 長 部 材 １ ６ の 先 端 １ ４ を 更 に 伸 ば す こ と は 、 圧 迫 部 材 １ ２ を （ 内 視 鏡 ６ ０ を 通 し て ）
医 師 の 観 察 で き る 範 囲 の 外 へ 動 か す だ け で あ る 。 し か し 、 図 ３ で 最 も よ く 示 さ れ て い る よ
う に 、 一 般 的 に 細 長 部 材 １ ６ の 全 長 は 、 内 視 鏡 ６ ０ よ り か な り 長 い 。 こ の 追 加 的 長 さ は 、
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カ ニ ュ レ ー シ ョ ン な ど の 他 の 処 置 で 細 長 部 材 １ ６ の 先 端 １ ４ が し ば し ば 必 要 と な る の で な
く て は な ら な い 。 括 約 筋 切 開 術 を 施 す た め に 細 長 部 材 １ ６ が 適 切 に 位 置 決 め さ れ て い れ ば
、 ど の よ う な 場 合 で も 、 第 ２ 側 面 ポ ー ト ４ ２ は 、 内 視 鏡 ６ ０ の ハ ン ド ル ６ ４ か ら か な り 離
れ て い る 。 そ の 結 果 、 医 師 が 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ６ を 第 ２ 側 面 ポ ー ト ４ ２ に 挿 入 し 第 ３ 経 路
３ ４ （ す な わ ち 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ル ー メ ン ） の 中 を 通 す の が 難 し く な る こ と が あ り 、 同 様 に
、 既 に 第 ２ ポ ー ト ４ ２ に 通 さ れ た ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ６ の 操 作 が 難 し く な る こ と が あ る 。 従 っ
て 、 医 師 は 、 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ の １ つ を 通 し て ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ６ を 挿 入 す る よ う 選
択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 例 え ば 、 ２ つ の 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ が 内 視 鏡 に 近 け れ ば 近 い ほ ど 、 医 師 は 、 図 ３ で
示 す よ う に 、 よ り 先 端 側 の 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ を 使 用 す る こ と を 選 択 で き る 。 ワ イ ヤ
ガ イ ド ３ ６ を こ の 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ に 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 医 師 は 、 内 視 鏡 ６ ０
と ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ６ の 両 方 を 同 時 に 操 作 す る こ と が で き る 。 一 方 、 医 師 が 細 長 部 材 １ ６ の
先 端 １ ４ を 内 視 鏡 の 先 端 ６ ２ を 越 え て 追 加 的 な 長 さ 伸 ば す の で あ れ ば 、 よ り 先 端 側 の 中 間
ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ が 、 内 視 鏡 ６ ０ の ハ ン ド ル ６ ４ 内 に き て し ま う こ と も あ る 。 も し そ う
な る と し て も 、 よ り 基 端 側 の 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ は 、 そ れ で も な お ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ６
を 挿 入 す る の に 使 用 で き な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 使 用 し て い な い と き に は 、 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ は 、 そ れ ぞ れ 細 長 部 材 １ ６ の 外 側 表
面 の 周 囲 に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ た 短 い 収 縮 管 ４ ８ （ ま た は ス リ ー ブ の 他 の 型 ） で 閉 じ ら れ
る 。 医 師 が 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ の う ち の １ つ に ア ク セ ス し た い と き に は 、 目 的 の 中 間
ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ が 露 出 す る よ う に 収 縮 管 ４ ８ を 細 長 部 材 １ ６ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 滑 動
さ せ る 。 収 縮 管 ４ ８ は 、 細 長 部 材 １ ６ の 長 さ 方 向 の 故 意 で な い 又 は 意 図 せ ぬ 収 縮 管 ４ ８ の
滑 動 を 防 ぐ の に 十 分 な 摩 擦 力 が こ れ ら 構 成 要 素 間 に 生 じ る よ う に 、 細 長 部 材 １ ６ の 外 径 に
ほ ぼ 一 致 す る 内 径 を 有 す る 。 こ れ ら ２ つ の 構 成 要 素 間 の 嵌 合 し た 関 係 は ま た 、 中 間 ア ク セ
ス ポ ー ト ４ ４ を 介 し て の 意 図 し な い 流 体 又 は 他 の 汚 染 菌 の 流 入 又 は 流 出 を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 加 え て 、 収 縮 管 ４ ８ は 、 収 縮 管 ４ ８ の 位 置 を 直 ぐ に 認 識 で き る よ う に 、 細 長 部 材 １ ６ の
色 と 対 照 的 な 色 を 有 す る 。 同 様 に 、 細 長 部 材 １ ６ は 、 各 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ の 位 置 を
直 ち に 認 識 し 、 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ が 開 い て い る か 閉 じ て い る か を 直 ち に 確 認 す る た
め 、 そ れ ぞ れ の 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ の 近 く に マ ー ク を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 細 長 部 材 １ ６ の 長 さ 方 向 に 沿 う 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ の そ れ ぞ れ の
位 置 は 括 約 筋 切 開 器 具 １ ０ で 施 さ れ る １ つ 以 上 の 特 定 の 処 置 に 対 応 し 、 こ れ ら の 処 置 を 行
う の に 、 細 長 部 材 １ ６ の 内 視 鏡 ６ ０ の 先 端 ６ ２ を 越 え て 伸 び る こ と を 要 さ れ る 長 さ に 対 応
す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 し た も の に 加 え て 、 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ の そ れ ぞ れ の 位 置 は 、 ま た 、 医 師 が 内
視 鏡 ６ ０ に 括 約 筋 切 開 器 具 １ ０ の 細 長 部 材 １ ６ を 挿 入 す る 際 の 標 点 を 提 供 す る 。 例 え ば 、
医 師 は 、 細 長 部 材 １ ６ の 先 端 １ ４ が 内 視 鏡 ６ ０ の 先 端 を 越 え て ど の 程 度 伸 び た か を 判 断 す
る の に 、 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ の そ れ ぞ れ の 位 置 を 利 用 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ
て 医 師 は 、 い つ 細 長 部 材 １ ６ の 先 端 １ ４ が 内 視 鏡 ６ ０ の 先 端 ６ ２ を 通 り 抜 け た か を 判 断 す
る た め に 内 視 鏡 ６ ０ を 覗 き 込 む 必 要 が な く な る 。 そ の 代 わ り に 医 師 は 、 内 視 鏡 ６ ０ の ハ ン
ド ル ６ ４ に 対 す る 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ の 位 置 を 比 べ る こ と に よ っ て こ の 判 断 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ で 図 示 し た 実 施 形 態 で は 、 細 長 部 材 １ ６ の 全 長 は 、 約 ２ ０ ０ cmで あ る 。 中 間 ア ク セ
ス ポ ー ト ４ ４ は 、 そ れ ぞ れ 細 長 部 材 １ ６ の 基 端 ４ ０ か ら 約 ５ ０ cmと 約 ５ ６ cmの 箇 所 （ す な
わ ち 、 細 長 部 材 １ ６ が カ テ ー テ ル ハ ン ド ル ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 箇 所 ） に 位 置 す る 。 こ れ
ら の ア ク セ ス ポ ー ト は 、 同 様 に 先 端 １ ４ か ら そ れ ぞ れ 約 １ ５ ０ cm、 約 １ ４ ４ cmの 箇 所 に 位
置 す る 。 も ち ろ ん 、 当 然 の 事 な が ら 、 あ ら ゆ る 数 の 中 間 ア ク セ ス ポ ー ト ４ ４ を 細 長 部 材 の
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長 さ 方 向 に 沿 っ た 様 々 な 箇 所 に 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 述 し た 特 定 の 実 施 形 態 は 、 括 約 筋 切 開 器 具 に つ い て の も の で あ る が 、 当 然 の 事 な が ら
、 本 発 明 の 医 療 用 ア ク セ ス シ ス テ ム が ワ イ ヤ 誘 導 の 他 の タ イ プ の 器 具 で も 利 用 で き る 。 例
え ば 、 医 療 用 ア ク セ ス シ ス テ ム は 、 拡 張 バ ル ー ン 、 灌 流 用 カ テ ー テ ル 、 電 気 外 科 用 プ ロ ー
ブ 、 切 断 鉗 子 や ス ネ ア 、 又 は 組 織 採 集 器 具 に 組 み 込 む こ と が で き る 。 し た が っ て 、 中 間 ア
ク セ ス ポ ー ト そ れ ぞ れ の 正 確 な 位 置 は 、 使 用 す る ワ イ ヤ 誘 導 の 器 具 の タ イ プ 、 ワ イ ヤ で 誘
導 さ れ る 器 具 で 施 さ れ る 医 療 処 置 の タ イ プ 、 内 視 鏡 の 全 長 、 及 び 、 こ れ ら の 処 置 を 施 す た
め に 内 視 鏡 を 越 え て 伸 ば す こ と を 要 さ れ る ワ イ ヤ 誘 導 の 器 具 の 該 当 部 分 の 長 さ に 応 じ て 変
え る こ と が で き る の は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に つ い て 開 示 さ れ た 実 施 形 態 の 様 々 な 構 成 要 素 の 構 造 や 構 成 の 、 未 開 示 で あ っ た
り 、 付 随 的 な 細 部 は 、 そ れ ら の 要 素 が 開 示 し た よ う に 機 能 す る た め に 必 要 な 特 性 を 有 す る
限 り 、 本 発 明 の 効 果 を 達 す る 上 で 重 要 な も の と は 見 な さ れ な い 。 こ れ ら の 構 造 の 細 部 及 び
他 の 構 造 の 細 部 を 選 択 す る こ と は 、 本 開 示 内 容 を 考 慮 す る と 、 当 該 技 術 分 野 に お け る 基 本
的 な 技 術 の 範 疇 の １ つ と 見 ら れ る 。 本 発 明 の 図 示 の 実 施 形 態 は 、 本 発 明 を 効 果 的 に 実 施 で
き る よ う に 、 実 用 的 で 適 切 に 作 用 す る 構 成 を 開 示 す る た め に 重 要 な 詳 細 を 記 述 し た 。 こ こ
に お い て 描 写 さ れ る 図 は 、 例 示 的 な も の で し か な い 。 本 発 明 の 新 規 な 特 質 は 、 本 発 明 の 精
神 と 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 他 の 構 成 に 組 み 込 む こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 医 療 用 ア ク セ ス シ ス テ ム の 一 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 線 ２ -２ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ は 、 内 視 鏡 に 挿 入 さ れ た 図 １ に 示 さ れ る 医 療 用 ア ク セ ス シ ス テ ム の 実 施 形 態 の 説 明
図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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